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ジュニア選手の試合参加心得から抜粋

（２）容姿

選手はいつもきちんとした、礼儀正しいテニスウエアを着用していなけれぱいけない。この規定に違反した選手は、レフェリーからプレーすることを止められることがある。

（３）試合中の選手心得

Ａ．選手は、協会が公式に定めた諸規則をよく理解し、これに従わなければならない。

Ｂ．試合中、選手は他からいかなるアドバイスも受けてはいけないし、また選手の父兄、友人、コーチ、あるいは、観客と話し合ってもいけない。ただし、第２、もしくは第３セットの間に正式に休憩が認められているトーナメントでは、その休憩時闘中はコーチングを受けることができる。この規定に違反した選手は失格させられることがある。

Ｃ．次のようなことは、スポーツマンシップに反した行動とみなされる。

1． かんしゃくを起こすこと。

2． どなったり、みだらな言葉を口にすること。

3． ひどい悪口を言うこと。

4． いやらしい態度をとること。

5． ラケットを投げたり、何かにラケットをぶっつけたりすること。

6． ボールを投げつけたり、ラケットでたたきつけたりすること。

7． 相手方をだますこと。

8． わざとぐずつくこと。

9． 大声を出したり、腕やラケットを振り回したり、音をたてたりして、わざと相手方の気を乱すこと。

以上のような行為は、なんらかの罰則を受けるか、そのトーナメントを失格することがある。

Ｄ．第一サービスが明らかにフォールトのとき、わざとネットを越して返球するのは、相手方に対して失礼に当たる。
Ｅ．フットフォールトは規則違反である。

Ｆ．ダブルスで・ボールがインプレーのときのパートナー同士の会話は、手短かで簡単に行う。

Ｇ、ボールが身体や着衣に触れる、ネットに触れる（Ｎｅｔｔｏｕｃｈ）、ボールがネットを越えて来るまえに打つ（Ｎｅｔｏｖｅｒ）、ノッアップ等の規則違反の行為に対しては、自分から正直に自発的に申し出なけれぱいけない。
Ｈ．相手方が用意するまえに、サービスをしてつけこむようなことをしてはいけない。そうした場合には、相手方にレットを主張する権利がある。しかし、相手方がボールを打つかあるいはボールを打とうとしたときは、ノットレディのクレームをつけることはできない。

Ｉ．隣り合ったコートで試合が進行しているときには、そのコートの選手達にも、自分がそうしてほしいと思うと同様な礼儀をつくしなさい。プレーの進行中はそのコートのそばに近づいたり、後方を歩いたりしてはいけない。またプレーが進行中に自分のボールのことを尋ねたり、隣のコートにボールを返したりしてはいけない。

（５）礼儀

Ａ．試合を担当しているアンパイアの発言は、最終である。また、アンパイアに対して常に礼をつくすのは当然のことである。

Ｂ．試合の終了後、その労に対してアンパイアに感謝の意を表わし、頭を下げて会釈したり、握手を求めたりすることは、常に礼儀正しい行動である。

Ｃ．選手は相手方に対して礼儀正しくしなさい。よく知らない相手方と対戦する場合には、まず自分自身を紹介し、エンドやサーブを決めるためのトスをすることを自ら申し出なさい。

Ｄ．試合が終わったとき、握手をし、相手方が勝ったならば祝福をしてあげなさい。

（６）時間制限

Ａ．トーナメントで許された時聞以上に、長い間ウオームアップをしてはいけない。すべての練習は、試合の始まるまえに済ませておかなければいけない。

Ｂ．エンドチェンジの時間は、１分３０秒を越えてはいけない。プレーは連続して行わなければいけない。（ポイント間は２０秒）

（７）父兄、友人、コーチ、観客（以下観客という）

Ａ．試合はあくまでも選手自身のものである。従って許された休憩時間を除いて、トーナメント関係役員以外の観客がラインコールとかスコアとか、試合中の行為について口出しすることは、規則に反することである。

Ｂ．観客は、指定された所で観戦しなければいけない。

Ｃ．両選手あるいは両チームのグッドショットに対して、拍手喝さいすることは、観客として礼儀正しいことである。

Ｄ．どんなエラーに対しても拍手喝さいすることは、観客としてスポーツマンシップに反するものである。

この「心得」は、テニスのゲームを通じて学ぶ日常生活の指標でもある。諸君がこれを忠実に実行するならば、諸君の人生にとって大きく役立つことになるだろう。
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